
糖類の分類

単糖類

二糖類

多糖類

それ以上加水分解されない糖類

1分子から２分子の単糖類を生じる糖類

1分子から多数の単糖類を生じる糖類

糖類(炭水化物) 一般式 Cⅿ(H₂O)ｎで表され, 分子中に複数のヒドロキシ基をもつ化合物

少糖類 1分子から２～10分子の単糖類を生じる糖類

(オリゴ糖)



覚えるべき単糖類 ① グルコース(ブドウ糖) C₆H₁₂O₆

αーグルコース βーグルコース鎖状構造

36％ 64％0.01％程度

水溶液中ではアルデヒド基をもつ鎖状構造が生じる 還元性を示す

（フェーリング液の還元）
(ホルミル基)



フルクトース(果糖) C₆H₁₂O₆覚えるべき単糖類 ②

鎖状構造

五員環, α型 五員環, β型

六員環, α型 六員環, β型



フルクトースの還元性

水溶液中でαーヒドロキシケトン基をもつ鎖状構造が生じる 還元性を示す
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αーヒドロキシケトン基

鎖状構造の末端

エンジオール構造 アルデヒド基



ガラクトース

マンノース

覚えるべき単糖類 ③

αーガラクトース αーマンノースαーグルコース

・・・寒天の成分であるガラクタン(多糖）の加水分解により得られる

・・・コンニャクの成分であるマンナン(多糖）の加水分解により得られる

C₆H₁₂O₆

C₆H₁₂O₆



覚えるべき単糖類 ④

リボース

デオキシリボース

・・・RNA(リボ核酸)の構成単糖

・・・DNA(デオキシリボ核酸)の構成単糖



単糖類の分類

ヘキソース

ペントース

・・・炭素数が６のもの（六炭糖）

（五炭糖） ・・・炭素数が５のもの

グルコース フルクトース

リボース

アルドース

ケトース

・・・鎖状構造になった時にアルデヒド基が生じるもの グルコース

フルクトース

リボース

・・・鎖状構造になった時にケトン基が生じるもの

ピラノース

フラノース

・・・六員環をもつもの グルコース フルクトース

・・・五員環をもつもの リボース フルクトース



覚えるべき二糖類① マルトース(麦芽糖) C₁₂H₂₂O₁₁

αーグルコース２分子が１位のヒドロキシ基と４位のヒドロキシ基で脱水縮合した

マルトースαーグルコース αーグルコース

ヘミアセタール構造ある 環が開いて還元性を示す部分が現れる 還元性を示す

糖同士の縮合によって生じたエーテル結合 グリコシド結合



覚えるべき二糖類② スクロース(ショ糖) C₁₂H₂₂O₁₁

αーグルコースの１位のヒドロキシ基とβーフルクトースの２位のヒドロキシ基で脱水縮合した

αーグルコース βーフルクトース

スクロース

ヘミアセタール構造がないので, 
還元性を示さない！



覚えるべき二糖類③

トレハロース

C₁₂H₂₂O₁₁

αーグルコース２分子がともに１位のヒドロキシ基同士で脱水縮合した

ヘミアセタール構造がないので, 
還元性を示さない！

ラクトース(乳糖)

C₁₂H₂₂O₁₁ βーガラクトースの１位のヒドロキシ基とαーグルコースの４位のヒドロキシ基で脱水縮合した

セロビオース

C₁₂H₂₂O₁₁

βーグルコース２分子が１位のヒドロキシ基と４位のヒドロキシ基で脱水縮合した





糖類の還元性 水溶液中で還元性を示す糖還元糖

非還元糖 水溶液中で還元性を示さない糖

単糖類

二糖類

多糖類

全て還元性を示す

スクロースとトレハロース以外は還元性を示す

全て還元性を示さない

スクロース

加水分解

還元性を示さない 還元性を示す

グルコースとフルクトースの等量混合物 （転化糖）

スクラーゼ（インベルターゼ）



多糖

デンプン

アミロース

アミロペクチン

セルロース

α―1, 6－グリコシド結合

α―1, 4－グリコシド結合

α―1, 4－グリコシド結合

β―1, 4－グリコシド結合

枝分かれ構造

直鎖状構造

直鎖（直線）状構造

植物の貯蔵多糖

植物の細胞壁

グリコーゲン アミロペクチンと結合様式は同じだが、
枝分かれの数が多い

動物の肝臓や筋肉に含まれる



ヨウ素デンプン反応

デンプン

アミロース アミロペクチン グリコーゲン

濃青色 赤紫色 赤褐色

青紫色

らせん構造 長い 短い

呈色 青色 褐色

らせん構造

長い

らせん構造に入るヨウ素の数

多い

呈色

青色



デンプン

アミラーゼ

マルトース グルコース

セルロース

セルラーゼ

セロビオース グルコース

デンプンの加水分解を途中で止める デキストリン

マルターゼ

セロビアーゼ

（多糖に分類）

糖の加水分解

多糖

多糖

二糖

二糖

単糖

単糖



アミロースの構造

還元末端非還元末端 主鎖

14141414141414141

少なすぎて検出不可少なすぎて検出不可



アミロペクチンの構造

還元末端非還元末端 主鎖 枝分かれ

14141414
6

14

14

14
6

141

1

1

枝分かれの数＋１＝非還元末端の数
少なすぎて検出不可



―OHをメチル化してから加水分解
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主鎖非還元末端 枝分かれ

結合していなかったとこ

結合していたとこ

分子量 222分子量 236 分子量 208

アミロペクチンの枝分かれの数の求め方

非還元末端 主鎖 枝分かれ： ： のモル比を求める 枝分かれ率を求める
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